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読売日本交響楽団 第634回 定期演奏会

2024 1.16（火） 19：00 サントリーホール  東京都港区赤坂1-13-1 Tel. 03-3505-1001
Subscription Concert No. 634 / Tuesday, 16 January 2024, 19:00 / Suntory Hall

S￥8,000  A￥7,000  B￥6,000  C￥4,500
読響チケットセンター 0570-00-4390（10時‒18時・年中無休）

ワーグナー：歌劇「リエンツィ」序曲
WAGNER: “Rienzi” Overture

ベートーヴェン：ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 作品61
BEETHOVEN: Violin Concerto in D major, op. 61 

R.シュトラウス：交響詩「ツァラトゥストラはかく語りき」 作品30
R. STRAUSS: Also sprach Zarathustra, op. 30

“恐るべき才能”と欧米で注目を浴びる新時代のライジングスター
ダニエル・ロザコヴィッチ ヴァイオリン
DANIEL LOZAKOVICH, Violin

ウィーン、ベルリン、ニューヨークなどで活躍するドイツの名匠
セバスティアン・ヴァイグレ 常任指揮者
SEBASTIAN WEIGLE, Conductor
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ドイツの名匠ヴァイグレが登場し、得意とするドイツ・オーストリア
音楽の神髄に迫る。
プログラムの核は、R.シュトラウスの傑作「ツァラトゥストラはかく
語りき」。哲学者ニーチェの超人思想が色濃く反映された著作に着
想を得て、シュトラウスが編み上げた一大交響詩だ。トランペットの
有名な「序奏」で新たな世界の始まりを予感させ、「舞踏の歌」では華
やかなワルツから長大なクライマックスが築かれるなど、全９曲にわ
たって充実した管弦楽法が展開される。オペラを含めシュトラウス
作品を知り尽くしたヴァイグレは、難解なスコアを説き明かし、100
名を超える巨大な管弦楽を巧みに操り鮮やかなドラマを描き出すだ
ろう。新たな名演を刻む瞬間に期待が高まる。
1曲目のワーグナーの歌劇「リエンツィ」序曲では、神に祈りを捧

げる旋律が豊潤な響きで奏でられる。続いて、“恐るべき才能”と呼び
声高い新鋭ヴァイオリニストのロザコヴィッチが、ベートーヴェンの
協奏曲を披露する。同作品の録音では「すでに巨匠の風格を漂わせ
る音楽性」と絶賛された。今回も抜群のテクニックとさらに磨かれた
芸術性をたっぷりと聴かせ、聴衆は彼の桁外れな才能を目の当たり
にするに違いない。

“超人”ヴァイグレはかく語りき。
鮮烈なタクトが描く巨大交響詩《ツァラトゥストラ》
新星ロザコヴィッチが“驚異の才能”を剥き出す！

　　　 学生の方は、開演15分前に残席がある場合、¥2,000で入場できます（要学生証／25歳以下）。ただし席を選ぶことはできません。開演1時間前から受付で整理券を配布します。　■都合により曲目、出演者等が一部
変更される場合もございます。  ■ご購入いただいたチケットは、公演が中止になった場合以外でのキャンセル・払い戻しはできません。あらかじめご了承ください。  ■未就学児のご入場は、固くお断りいたします。

ヴァイオリン

ダニエル・ロザコヴィッチ
“恐るべき才能”と注目を浴びる新鋭。2001
年ストックホルム生まれ。8歳で協奏曲デ
ビューを飾り、15歳で名門ドイツ・グラモフォ
ンと専属契約を結び、脚光を浴びた。エッシェ
ンバッハ、ネルソンス、サロネン、ビシュコフ
ら名匠の指揮で、シカゴ響、ボストン響、ミュ
ンヘン・フィルなどと共演し、国際的に活躍。
今年1月にシャイー指揮ミラノ・スカラ座フィ
ル、7月にマケラ指揮オスロ・フィルと共演し、
絶賛された。読響初登場。

常任指揮者

セバスティアン・ヴァイグレ 
2019年4月から読響第10代常任指揮者を
務めるドイツの名匠。ベルリン生まれ。ベルリ
ン国立歌劇場管の首席ホルン奏者として活躍
後、指揮者に転身。バルセロナのリセウ大劇
場の音楽総監督を務めた後、08年から23年
までフランクフルト歌劇場音楽総監督として
同劇場で輝かしい功績を残した。バイロイト
音楽祭、 ザルツブルク音楽祭、 ウィーン国立
歌劇場、メトロポリタン歌劇場、ベルリン放送
響、ウィーン響などで活躍している。
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